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	聴覚心理学研究会

	成 果 概 要
	１）参加人数（会員・非会員及び認定心理士の人数を記載してください）

会員　　6 　名（うち認定心理士　1 　名）

非会員　45　名（うち認定心理士　－　名）

２）集会等の目的・成果等

（実施内容・成果・将来計画等を用紙範囲内に記載してください）

　「音が認知的課題に及ぼす影響」というテーマで、日本心理学会第71回大会内のワークショップとして平成19年に研究集会を行った。実施内容は以下のとおりである。

テーマ：音が認知的課題に及ぼす影響

司会者：山崎晃男（大阪樟蔭女子大学）

話題提供者：岡本健久（日本板硝子環境アメニティ（株））
話題提供者：山田真司（金沢工業大学情報フロンティア学部）

話題提供者：篠原一光（大阪大学大学院人間科学研究科）
指定討論者：重野純（青山学院大学文学部）

内容要旨：
　音による認知的課題遂行への影響というテーマは古くからあるテーマであるが、携帯電話を含むモバイル音響機器の普及、テレビゲームやインターネットなどの双方向型マルチメディアツールの発達によって我々を取り巻く音環境が激変している今日、新たな音環境の下でこのテーマを再考してみることは意味のあることであろう。本研究会では、まず岡本が騒音による認知的課題遂行への影響について、特に鉄道騒音が会話に及ぼす影響に関する研究をもとに検証した。山田は音楽による認知的課題遂行への影響について、テレビゲームの音楽とゲームの成績や印象との関係を調べた実験研究に基づき報告した。篠原は認知的処理の干渉という観点から携帯電話の使用が運転に及ぼす影響について論じた。最後に、重野が聴覚心理学・認知心理学の立場から、各話題についてコメントを行った。
　現在の音環境を踏まえて、生活環境内に存在する様々な音が認知的課題にどのような影響を及ぼすかについて、フロアを交えた活発な論議がなされた。

　次年度には、感情を喚起する重要なチャンネルとして聴覚を捉え、音と感情の関係をテーマとする研究集会の開催を計画している。


